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脱硝触媒の余寿命予測に関する研究                   

(第 2 報：触媒性能評価による触媒層毎の劣化特性の把握) 

 
 
目  的 

石炭火力発電所に設置される脱硝装置は、排ガス中に含まれる窒素酸化物を

アンモニアと反応させて無害な窒素と水に分解しており、装填される脱硝触媒

の余寿命を予測して性能を適切に維持管理する必要がある。 
本研究では、これまでに開発した脱硝触媒性能評価装置を用いて、実機ガス環

境における実機使用触媒の脱硝性能評価試験を行い、触媒反応の反応速度定数

（以下、k値）を算出して触媒の性能劣化度合いを評価し、各触媒層における脱

硝性能劣化状況を把握して全触媒層の性能予測手法を検討した。 
 
主な成果 

1. 実機ガス環境における各触媒層の脱硝性能試験結果 

脱硝反応に使用するアンモニアが注入される 1 層目の触媒層では、アンモニ

ア濃度と NOx 濃度とのモル比が高いガス環境となり、下流層側の触媒層では、

前段の触媒層での脱硝反応によりアンモニアが消費され、一般的にモル比が低

いガス環境となる。脱硝性能試験の結果、モル比が高い 1 層目の触媒層で高い

脱硝率を維持するためには、触媒取替などにより k 値を高く維持する必要があ

るが、モル比が低い下流層側の触媒層では、経年劣化により k 値が低下した触

媒でも所定の脱硝性能を維持できることが分かった。 
 

2. 経年的な触媒性能劣化状況の評価結果 

実機使用触媒を用いた実験室での脱硝性能試験により、経年的な触媒性能劣

化状況を把握した。試験データから全触媒層分の k 値の推移を計算した結果、

脱硝装置における残留アンモニア濃度の実測値から算出した k 値の推移と相関

が見られた。従って、実験室での脱硝性能評価試験により、実機における経年的

な触媒性能劣化挙動と余寿命を予測できる可能性が示唆され、脱硝触媒の適切

な性能管理に活用できる見通しが得られた。 
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図 1 各モル比における k値と脱硝率の関係 

図 2 性能試験から算出した全触媒層分の k値の 
計算値と実測値との推移 


